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第 号

表紙写真募集中　詳しくは8ページへ道風くん

■視覚障がいのある方に、本紙を音訳した「声のかすがい市議会だより」（カセットテープ又はＣＤ）を郵送します。
　事前に登録が必要ですので、ご希望の方はご連絡ください。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

終
わ
り
が
見
え
な
い
状
況
で
、

物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
の
生
活

も
大
変
な
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
春
日
井
市
議
会
議
員
選

挙
後
、
５
月
の
臨
時
会
に
続
い

て
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て

物
価
高
騰
に
対
す
る
補
正
予
算

の
審
議
な
ど
様
々
な
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
市
議

会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要

や
、
議
員
の
一
般
質
問
内
容
と

関
係
部
署
か
ら
の
回
答
な
ど
、

分
か
り
易
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

議
会
報
編
集
委
員
会
で
話
し
合

い
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
全
員
で
、
市
民
の
皆
様

が
読
み
易
く
、
市
民
目
線
に
寄

り
添
っ
た
市
議
会
だ
よ
り
を
作

成
出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

タイトル「上：おいしいね。中：カワセミ（翡翠）下：帰ってきたジョウビタキ」
撮影者：（上）村田正美さん　（中）（下）安部さん　　撮影場所：（上）藤山台　（中）（下）気噴町繫田川

令 和 5 年 第 4 回 定 例 会 予 定
▽９月  ８日（金）10:00～　本会議（提案理由説明）
▽９月12日（火）10:00～　本会議（質疑、委員会付託）
　　　　　　　　  　　　　予算・決算委員会前期全体会
▽９月14日（木）  9:00～　文教経済委員会・分科会
▽９月15日（金）  9:00～　厚生委員会・分科会
▽９月19日（火）  9:00～　建設委員会・分科会
▽９月20日（水）  9:00～　総務委員会・分科会
▽９月25日（月）10:00～　予算・決算委員会後期全体会
▽９月26日（火）10:00～　本会議（一般質問）
▽９月27日（水）10:00～　本会議（一般質問）
▽９月29日（金）10:00～　本会議（採決）
※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

写 真 募 集
「かすがい市議会だより」の表紙をあなたの写真で飾ってみませんか

募集する写真

応募者本人が、春日井市内において概ね１年以内に
撮影した未発表のもの

応募方法

持参、郵送またはEメールにて、写真（※）と所定の
応募用紙を、議事課まで提出してください。
また、応募作品は原則返却しません。

応募の締め切り

お知らせ

11月発行第126号表紙写真を9月20日まで受け付けています。
なお、随時受け付けをしていますが、審査・校正・印刷に一定の時間が必要のため、発行月（５月・７月・９月・11月・２月）
の概ね２ヶ月前までに応募いただいた分が、次号以降の審査対象となります。
詳しくは春日井市議会ホームページをご覧ください。https://www.city.kasugai.lg.jp/shigikai/1020123.html

編集の都合により、公募写真以外の内容が表紙となる場合があります。

※写真データ（３ＭＢ以下）、現像写真（Ｌ判以上Ａ４サイズ以下）のもので、Ａ４サイズで印刷し、被写体が鮮明に確認できるもの。
※Ｅメールで応募いただく場合、容量制限（本文と添付ファイルの合計３ＭＢ以下）があるため、複数の写真をＥメールで応募される
　場合等は、事前に議事課へご連絡ください。

○　総務委員会 (６月６日 )
　　報告事項
　　　１　中核市への移行に係る検討報告書
○　予算・決算委員会　（６月15日）付託議案１件
　　　　　　　　　　　（６月19日、28日）付託議案１件
○　文教経済委員会　　（６月21日）付託議案１件
〇　厚生委員会　　　　（６月22日）付託議案３件
○　建設委員会　　　　（６月23日）付託議案３件
〇　総務委員会　　　　（６月26日）付託議案３件

委 員 会 開 催 状 況
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補
正
額
　
３
億
3
8
0
0
万
円

　
地
域
活
性
化
助
成
事
業
と
し
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
（
さ
さ
エ
ー
ル
）
発
行
に

係
る
経
費
を
春
日
井
商
工
会
議
所
な
ど
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
に
対
し
助
成
す
る
も
の

で
す
。
商
品
券
の
発
行
総
額
は
18
億
円
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
は
20
％
。
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
、
そ

し
て
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
の
経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。

【
私
立
保
育
園
等
給
食
材
料
費
高
騰
対
策
】

補
正
額
　
2
0
4
0
万
円

　
昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
園
児
に
安
定
的
な
給
食
を
実
施
し

て
い
る
市
内
の
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も

園
、
小
規
模
保
育
園
を
設
置
す
る
法
人
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
給
食
材
料
費
の
増
額

分
に
対
す
る
補
助
額
が
、
当
初
に
予
定
し
て

い
た
園
児
１
食
あ
た
り
40
円
か
ら
60
円
に
拡

充
さ
れ
ま
す
。

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
規
定
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

○
個
人
の
市
民
税
：
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に

森
林
環
境
税
（
国
税
）
の
賦
課
徴
収
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
は
そ
の
記
載
事
項
に
異
動
が
な
い
場

合
に
は
記
載
が
簡
易
に
な
り
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
：
長
寿
命
化
に
資
す
る
大
規
模

修
繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
特
例

措
置
と
し
て
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額
に
限

り
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）：
特
定
小
型
原
動

機
付
自
転
車
（
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
）
は

令
和
６
年
度
か
ら
年
額
２
千
円
が
賦
課
徴
収

さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
電
気
自
動
車
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る

急
速
充
電
用
ス
タ
ン
ド
は
、
全
出
力
が
２
０
０

ｋｗ
を
超
え
た
場
合
、
急
速
充
電
設
備
で
は
な

く
変
電
設
備
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
大
型
の
電
動
バ
ス
や
電
動
ト

ラ
ッ
ク
等
の
普
及
拡
大
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

全
出
力
が
２
０
０
ｋｗ
を
超
え
た
場
合
で
も
急

速
充
電
設
備
と
し
て
規
定
で
き
る
よ
う
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
喫
煙
所

の
標
識
に
つ
い
て
、

健
康
増
進
法
の
規

定
に
沿
っ
た
喫
煙

専
用
室
標
識
が
設

置
さ
れ
て
い
れ
ば

併
せ
て
設
置
し
な

く
て
も
い
い
よ
う

に
一
部
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
子
育
ち
総
合
支
援
館
で
の
一
時
預
か

り
を
利
用
す
る
際
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
１

日
３
０
０
０
円
、
半
日
（
午
前
・
午
後
）
１

５
０
０
円
か
か
る
も
の
を
、
国
の
制
度
に
基

づ
き
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

等
に
在
籍
し
て
い
な
い
児
童
が
利
用
す
る
際

に
、
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
は
使
用
料
の
免

除
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
あ
る
い
は
住
民
税

の
額
が
一
定
の
基
準
を
下
回
る
家
庭
の
場
合

は
使
用
料
の
一
部
減
免
を
可
能
と
す
る
も
の

で
す
。

　
藤
山
台
５
丁
目
８
番
地
の
旧
西
藤
山
台
小

学
校
施
設
に
「
西
藤
山
台
運
動
交
流
ひ
ろ
ば
」

（
以
下
、「
交
流
ひ
ろ
ば
」）
を
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
そ
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　
交
流
ひ
ろ
ば
は
、「
体
育
館
」「
運
動
場
」「
広

場
」
で
構
成
さ
れ
、「
市
民
の
健
康
の
増
進
に

関
す
る
事
業
」、「
多
世
代
間
の
市
民
交
流
に

関
す
る
事
業
」、
お
よ
び
「
そ
の
他
、
市
長
が

必
要
と
認
め
る
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
。

取
得
価
格
　
２
１
８
９
万
円

　
総
合
体
育
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
３
対

と
ゴ
ー
ル
を
床
面
に
固
定
す
る
器
具
１
対
を

経
年
劣
化
（
24
年
経
過
）
の
た
め
購
入
す
る

も
の
で
す
。
購
入
費
用
の
内
訳
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
が
１
対
６
５
３
万 

４
０
０
０
円
で

３
対
、
固
定
器
具
が
１
対
36
万 

６
３
０
０
円
、

諸
経
費
を
合
わ
せ
ま
し
て
２
１
８
９
万 

９
９
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第　号議案
第　号議案
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第　号議案
第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
諮問第１号

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

第
46
号
議
案

可決

議案
Pick Up

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

第
47
号
議
案

可決

議案
Pick Up

市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
49
号
議
案

可決

議案
Pick Up

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
50
号
議
案

可決

議案
Pick Up

子
育
て
子
育
ち
総
合
支
援
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
52
号
議
案

可決

議案
Pick Up

議案番号 件　　　　　　　　名
補正予算案　　2件

条例案　　　　8件

一般議案　　　　2件

人事案件　　 15件

♦議案等の議決結果
　議案
議決結果 議案番号 件　　　　　　　　名議決結果

可決

西
藤
山
台
運
動
交
流
ひ
ろ
ば

条
例
に
つ
い
て

第
55
号
議
案

議案
Pick Up

可決

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
等
の

取
得
に
つ
い
て

第
56
号
議
案

議案
Pick Up

可決

塵
芥
収
集
車
の
取
得
に
つ
い
て

第
57
号
議
案

議案
Pick Up

　今定例会では、令和5年度補正予算案2件のほか、条例案8件、一般議
案2件、報告18件、人事案件15件が提出されました。（補正予算の記事は、
事業内容を一部ピックアップして掲載しています。）

０
０
円
と
な
り
ま
す
。
購
入
先
は
鳥
居
松
町
の

株
式
会
社
オ
ギ
ハ
ラ
と
な
り
ま
す
。

取
得
価
格
　
５
１
４
８
万
円

　
現
在
稼
働
中
の
３
ｔ
車
４
台
を
２
ｔ
車
６
台

に
買
い
換
え
る
も
の
で
す
。

　
車
両
の
老
朽
化
に
伴
い
、
３
ｔ
車
で
は
作
業

し
づ
ら
い
狭
い
道
路
で
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
現
行
３
名
乗
車
に
て
活
動
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
２
ｔ
車
に
買
い
換

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
２

名
乗
車
と
し
、
小
回
り

が
効
く
だ
け
で
な
く
収

集
効
率
を
改
善
す
る
事

が
期
待
で
き
る
た
め
、

取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事
案
件

表
　
彰

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員
に
松

浦
成
司
氏
、
東
端
実
紀
代
氏
、
神
戸
隆
氏
、
鈴

木
雅
已
氏
、
松
浦
隆
二
氏
、
長
江
秀
教
氏
、
鵜

飼
敏
文
氏
、
梶
田
善
治
氏
、
井
上
誉
氏
、
安

明
範
氏
、
落
合
逸
男
氏
、
野
村
政
之
氏
の
任
命

に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
西
脇
義
郎
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
前
任
者
の
辞
任
に
伴
い
、
固
定
資
産
評
価
員

に
小
久
保
健
二
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁
護
委
員
に
𠩤
田

賢
司
氏
の
推
薦
を
了
承
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
市

議
会
議
長
会
第
99
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
次

の
と
お
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　〔
表
彰
状
〕

議
員
在
職
20
年

正
副
議
長
在
職
４
年

　
林
　
克
巳
　
議
員

※

補
正
額
、
取
得
価
格
は
一
万
円
未
満
を

　
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

46
47

48

49
50
51

52

53
54

55

56
57

令和５年度一般会計補正予算（第３号）
令和５年度一般会計補正予算（第４号）

職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例
市税条例の一部を改正する条例
火災予防条例の一部を改正する条例
個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例
子育て子育ち総合支援館条例の一部を改
正する条例
自転車等駐車場条例の一部を改正する条例
市営住宅条例及び児童遊園の設置および
管理に関する条例の一部を改正する条例
西藤山台運動交流ひろば条例

バスケットゴール等の取得
塵芥収集車の取得

可決（全員）
可決（全員）

可決（多数）

可決（多数）
可決（全員）
可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
異議なし (全員 )

農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
固定資産評価員の選任の同意
人権擁護委員の推薦

58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71

※市議会のホームページで議案の詳細をご覧いただけます。
https://www.city.kasugai.lg.jp/shisei/
gyousei/1008142/index.html

道風くん

♦議案の表決結果

令和5年7月4日現在

犬
塚
　
貴
司

鈴
木
　
昭
紀

奥
村
　
昇
次

長
谷
　
和
哉

伊
藤
　
建
治

原
田
　
祐
治

石
田
　
裕
信

鬼
頭
　
宏
明

加
藤
　
貴
章

鈴
木
　
秀
尚

鈴
木
　
貴
之

友
松
　
孝
雄

林
　
　
克
巳

加
納
　
　
満

梶
田
　
高
由

金
澤
　
陽
貴

小
原
　
　
哉

村
上
慎
二
郎

伊
藤
　
杏
奈

鈴
木
　
宏
幸

小
嶋
小
百
合

田
口
　
佳
子

石
飛
　
厚
治

小
林
　
宣
子

日
比
野
成
利

大
村
　
勝
人

長
縄
　
典
夫

長
谷
川
達
也

前
田
　
　
学

堀
尾
　
国
大

安
達
　
保
子

梶
田
　
正
直

会 派 名

氏　　名

議案等番号
第　号議案
第　号議案
第　号議案

春日井自民クラブ 市民クラブ 橙進クラブ自由クラブ公明党 共産党 無会派

48
49
51

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

議
長

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

×
×
×

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

※議案について賛否の分かれた案件のみ掲載しています。　※「○」…賛成、「×」…反対、「－」…棄権等の意味です。　
※共産党＝日本共産党春日井市議会議員団の略です。　　　※議長は採決に加わりません。



かすがい市議会だより かすがい市議会だより

補
正
額
　
３
億
3
8
0
0
万
円

　
地
域
活
性
化
助
成
事
業
と
し
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
（
さ
さ
エ
ー
ル
）
発
行
に

係
る
経
費
を
春
日
井
商
工
会
議
所
な
ど
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
に
対
し
助
成
す
る
も
の

で
す
。
商
品
券
の
発
行
総
額
は
18
億
円
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
は
20
％
。
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
、
そ

し
て
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
の
経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。

【
私
立
保
育
園
等
給
食
材
料
費
高
騰
対
策
】

補
正
額
　
2
0
4
0
万
円

　
昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
園
児
に
安
定
的
な
給
食
を
実
施
し

て
い
る
市
内
の
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も

園
、
小
規
模
保
育
園
を
設
置
す
る
法
人
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
給
食
材
料
費
の
増
額

分
に
対
す
る
補
助
額
が
、
当
初
に
予
定
し
て

い
た
園
児
１
食
あ
た
り
40
円
か
ら
60
円
に
拡

充
さ
れ
ま
す
。

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
規
定
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

○
個
人
の
市
民
税
：
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に

森
林
環
境
税
（
国
税
）
の
賦
課
徴
収
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
は
そ
の
記
載
事
項
に
異
動
が
な
い
場

合
に
は
記
載
が
簡
易
に
な
り
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
：
長
寿
命
化
に
資
す
る
大
規
模

修
繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
特
例

措
置
と
し
て
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額
に
限

り
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）：
特
定
小
型
原
動

機
付
自
転
車
（
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
）
は

令
和
６
年
度
か
ら
年
額
２
千
円
が
賦
課
徴
収

さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
電
気
自
動
車
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る

急
速
充
電
用
ス
タ
ン
ド
は
、
全
出
力
が
２
０
０

ｋｗ
を
超
え
た
場
合
、
急
速
充
電
設
備
で
は
な

く
変
電
設
備
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
大
型
の
電
動
バ
ス
や
電
動
ト

ラ
ッ
ク
等
の
普
及
拡
大
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

全
出
力
が
２
０
０
ｋｗ
を
超
え
た
場
合
で
も
急

速
充
電
設
備
と
し
て
規
定
で
き
る
よ
う
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
喫
煙
所

の
標
識
に
つ
い
て
、

健
康
増
進
法
の
規

定
に
沿
っ
た
喫
煙

専
用
室
標
識
が
設

置
さ
れ
て
い
れ
ば

併
せ
て
設
置
し
な

く
て
も
い
い
よ
う

に
一
部
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
子
育
ち
総
合
支
援
館
で
の
一
時
預
か

り
を
利
用
す
る
際
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
１

日
３
０
０
０
円
、
半
日
（
午
前
・
午
後
）
１

５
０
０
円
か
か
る
も
の
を
、
国
の
制
度
に
基

づ
き
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

等
に
在
籍
し
て
い
な
い
児
童
が
利
用
す
る
際

に
、
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
は
使
用
料
の
免

除
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
あ
る
い
は
住
民
税

の
額
が
一
定
の
基
準
を
下
回
る
家
庭
の
場
合

は
使
用
料
の
一
部
減
免
を
可
能
と
す
る
も
の

で
す
。

　
藤
山
台
５
丁
目
８
番
地
の
旧
西
藤
山
台
小

学
校
施
設
に
「
西
藤
山
台
運
動
交
流
ひ
ろ
ば
」

（
以
下
、「
交
流
ひ
ろ
ば
」）
を
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
そ
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　
交
流
ひ
ろ
ば
は
、「
体
育
館
」「
運
動
場
」「
広

場
」
で
構
成
さ
れ
、「
市
民
の
健
康
の
増
進
に

関
す
る
事
業
」、「
多
世
代
間
の
市
民
交
流
に

関
す
る
事
業
」、
お
よ
び
「
そ
の
他
、
市
長
が

必
要
と
認
め
る
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
。

取
得
価
格
　
２
１
８
９
万
円

　
総
合
体
育
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
３
対

と
ゴ
ー
ル
を
床
面
に
固
定
す
る
器
具
１
対
を

経
年
劣
化
（
24
年
経
過
）
の
た
め
購
入
す
る

も
の
で
す
。
購
入
費
用
の
内
訳
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
が
１
対
６
５
３
万 

４
０
０
０
円
で

３
対
、
固
定
器
具
が
１
対
36
万 

６
３
０
０
円
、

諸
経
費
を
合
わ
せ
ま
し
て
２
１
８
９
万 

９
９

23

第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
諮問第１号

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

第
46
号
議
案

可決

議案
Pick Up

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

第
47
号
議
案

可決

議案
Pick Up

市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
49
号
議
案

可決

議案
Pick Up

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
50
号
議
案

可決

議案
Pick Up

子
育
て
子
育
ち
総
合
支
援
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
52
号
議
案

可決

議案
Pick Up

議案番号 件　　　　　　　　名
補正予算案　　2件

条例案　　　　8件

一般議案　　　　2件

人事案件　　 15件

♦議案等の議決結果
　議案
議決結果 議案番号 件　　　　　　　　名議決結果

可決

西
藤
山
台
運
動
交
流
ひ
ろ
ば

条
例
に
つ
い
て

第
55
号
議
案

議案
Pick Up

可決

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
等
の

取
得
に
つ
い
て

第
56
号
議
案

議案
Pick Up

可決

塵
芥
収
集
車
の
取
得
に
つ
い
て

第
57
号
議
案

議案
Pick Up

　今定例会では、令和5年度補正予算案2件のほか、条例案8件、一般議
案2件、報告18件、人事案件15件が提出されました。（補正予算の記事は、
事業内容を一部ピックアップして掲載しています。）

０
０
円
と
な
り
ま
す
。
購
入
先
は
鳥
居
松
町
の

株
式
会
社
オ
ギ
ハ
ラ
と
な
り
ま
す
。

取
得
価
格
　
５
１
４
８
万
円

　
現
在
稼
働
中
の
３
ｔ
車
４
台
を
２
ｔ
車
６
台

に
買
い
換
え
る
も
の
で
す
。

　
車
両
の
老
朽
化
に
伴
い
、
３
ｔ
車
で
は
作
業

し
づ
ら
い
狭
い
道
路
で
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
現
行
３
名
乗
車
に
て
活
動
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
２
ｔ
車
に
買
い
換

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
２

名
乗
車
と
し
、
小
回
り

が
効
く
だ
け
で
な
く
収

集
効
率
を
改
善
す
る
事

が
期
待
で
き
る
た
め
、

取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事
案
件

表
　
彰

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員
に
松

浦
成
司
氏
、
東
端
実
紀
代
氏
、
神
戸
隆
氏
、
鈴

木
雅
已
氏
、
松
浦
隆
二
氏
、
長
江
秀
教
氏
、
鵜

飼
敏
文
氏
、
梶
田
善
治
氏
、
井
上
誉
氏
、
安

明
範
氏
、
落
合
逸
男
氏
、
野
村
政
之
氏
の
任
命

に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
西
脇
義
郎
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
前
任
者
の
辞
任
に
伴
い
、
固
定
資
産
評
価
員

に
小
久
保
健
二
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁
護
委
員
に
𠩤
田

賢
司
氏
の
推
薦
を
了
承
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
市

議
会
議
長
会
第
99
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
次

の
と
お
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　〔
表
彰
状
〕

議
員
在
職
20
年

正
副
議
長
在
職
４
年

　
林
　
克
巳
　
議
員

※

補
正
額
、
取
得
価
格
は
一
万
円
未
満
を

　
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

46
47

48

49
50
51

52

53
54

55

56
57

令和５年度一般会計補正予算（第３号）
令和５年度一般会計補正予算（第４号）

職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例
市税条例の一部を改正する条例
火災予防条例の一部を改正する条例
個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例
子育て子育ち総合支援館条例の一部を改
正する条例
自転車等駐車場条例の一部を改正する条例
市営住宅条例及び児童遊園の設置および
管理に関する条例の一部を改正する条例
西藤山台運動交流ひろば条例

バスケットゴール等の取得
塵芥収集車の取得

可決（全員）
可決（全員）

可決（多数）

可決（多数）
可決（全員）
可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
同意（全員）
異議なし (全員 )

農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
農業委員会委員の任命の同意
固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
固定資産評価員の選任の同意
人権擁護委員の推薦

58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71

※市議会のホームページで議案の詳細をご覧いただけます。
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市政全般にわたる問題について質問します

　今回の定例会では、15人の議員が市の
考え方や方針など、市政全般にわたり、
29項目の質問を行いました。

　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）

質問者　公明党　日比野　成利 担当　上下水道業務課
水道スマートメーターについて

【質問】無線通信を利用した水道スマートメー
ターの導入メリットは様々あり、すでに全戸導
入を決めた自治体や、導入に向けての試験運
用を始める自治体などが各地である中、本市
においても、そのスマートメーターのメリット
や社会動向のDX化などを考慮すると導入が
必然と考えるが、本市の現状と、今後の導入
準備をどのように進めるかを問う。

【答弁】水道スマートメーターの現状は、令和５年度にＪＲ春日井駅の２
か所の水道メーターに導入しますが、それ以外に導入はしていませ
ん。導入には課題があるものの、検針業務の効率化、水道使用量の見
える化、漏水の早期発見など、水
道事業の課題解決に向け、将来的
には必要なものだと認識していま
すので、先進自治体の導入の効
果・検証や、他自治体の動向も踏ま
え、調査・研究を進めていきます。

5

質問者　自由クラブ　金沢　はるき 担当　保育課
保育園における子どもの転落防止策について

【質問】今年３月、名古屋市中区のマンション７
階から２歳の双子男児が転落死するという大
変痛ましい事故が起きました。子どもの転落
事故は全国各地で起こっており対策が必要不
可欠です。子どもの行動力を過小評価しては
いけないと思います。春日井市の保育現場に
おける子どもの転落事故についての現状と
具体策、また私立保育園との連携体制につい
て伺います。

【答弁】公立保育園では、これまで建物からの転落事故はありません。
転落事故防止対策としては、施設設計時の安全配慮だけでなく、園舎
完成時に必要に応じて追加対策を講じています。利用開始後は保育士
による園児の見守りや定期点検な
どを行っています。私立保育園に
ついても、保育に関する重大事故
や安全対策について、メールや園
長会などで情報共有しています。
また、新設時に本市職員が安全確
認をしています。

4

質問者　公明党　大村　勝人 担当　市民安全課・道路課
生活道路における交通安全対策

【質問】通学路などのいわゆる生活道路は、幹
線道路からの抜け道として利用される場合が
多く、スピードを出して通過する自動車が後
を絶ちません。人優先の安全・安心な歩行空
間を確保していく為にも、警察による規制に
加え、物理的に速度を抑制する仕組みである
「ゾーン30プラス」の整備について、本市の考
えを伺います。

【答弁】ゾーン３０プラスについて
は、地域住民が歩行者の通行を
最優先に、物理的デバイスによる
対策を望む区域において、警察
などと連携しながら、積極的に整
備していきたいと考えています。

6

質問者　橙進クラブ　鈴木　秀尚 担当　公園緑地課
保存樹について

【質問】保存樹はピーク時、992本が指定され
ていたが、現在では半数以下の458本となっ
ている。かつては助成金制度もあったが廃止
され、今では所有者のみが負担をし、維持管
理・保全をしている。保存樹は後世へ残す、守
るべきものであり、所有者と行政が協力しな
がら適切に管理すべきと考えるが、①保存樹
に対する基本的な市の考え方②新たな支援
策について問う。

【答弁】①保存樹は、まちなかに潤いある
景観を創出するとともに、地域の歴史、文
化を次代に伝えていくため必要だと考え
ています。②適切な維持管理、保全に努め
ている所有者、管理者の皆様に対し、行政
としてどのような支援が必要か、ニーズや
他自治体の取り組みなどについて調査し、
引き続き新たな保存樹保全の在り方につ
いて検討していきます。

7

質問者　春日井自民クラブ　安達　保子 担当　環境政策課
県営名古屋空港周辺の移転補償跡地について

【質問】空港周辺住民は飛行機の危険と騒音
のもとで長年生活している。国から返還を求
められている移転補償跡地について①今後
どのように対応する予定か②跡地の返還と購
入のスケジュールについて③空港の設置管
理者である県に過去の経緯等から重要な場
所としてエアフロントオアシスを整備等すべ
きと地元から強く要望がある。今後、市はどの
ようにしていくか伺う。

【答弁】①エアフロントオアシスを除く33か所のうち、行政上必要な味
美ふれあいセンター駐車場用地等の他、子どもの遊び場等地域に利
活用されてきた用地は購入、その他の用地は原状回復し返還します。
②返還する用地は５年度に原状回
復費用等を算定し、６年度末に返還
を完了します。購入する用地は、国
土交通省と協議の上、７年度を目途
に、手続きを進めます。③これまで
の整備の経緯等を踏まえ、同省と今
後の対応を協議します。

1

質問者　無会派　奥村　昇次 担当　ごみ減量推進課
「リチウムイオン電池等のごみ火災」防止対策について

【質問】ごみ収集車、ごみ処理場で火災が多発
している、充電式小型家電のリチウムイオン
電池が衝撃を受け発火するのが原因と思わ
れる。昨年、春日井市クリーンセンター第一工
場で4日に渡る大火災が起き、今年もクリー
ンセンター第二工場で火災が発生した。「環
境カレンダー」に充電式小型家電最新情報や
外国語説明を追加し火災未然防止対策を徹
底することを問う。

【答弁】市民の皆様の目に触れる
機会が多い「環境カレンダー」に
つきましては、収集日の見やすさ
や分かりやすさを最優先にしつ
つ、啓発内容と広告掲載のバラ
ンスを考慮しながら、作成してい
きます。

2

質問者　無会派　はせ　かずや 担当　環境保全課
本市の地域猫活動推進による環境美化について

【質問】本市は平成18年度から飼い主のいな
い猫の去勢・避妊手術費補助を実施している｡
地域猫活動は、地域とボランティア団体、行政
の連携が重要であり、市民生活向上のための
環境美化活動であります。大府市等の先進的
取り組み事例を参考にして、さらに地域猫活動
の基本的な考え方等について説明会や広報
などでその活動を推進すべきと考えるが市の
ご所見を伺う｡

3
【答弁】地域猫活動は、飼い主のいない猫に去勢・避妊手術を施し繁殖
を抑制することの他、地域住民の理解の下、適切な餌やりや排せつ場
所の管理を行うことが必要です。地域猫活動における地域住民とボラ
ンティア、行政の連携の重要性やそれ
ぞれが担う役割、基本的な考え方など
について、市民の皆様に正しく理解が
得られるために、今後、広報やパンフレ
ット等を利用して、広報活動を行ってい
きます。
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　今回の定例会では、15人の議員が市の
考え方や方針など、市政全般にわたり、
29項目の質問を行いました。

　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）

質問者　公明党　日比野　成利 担当　上下水道業務課
水道スマートメーターについて

【質問】無線通信を利用した水道スマートメー
ターの導入メリットは様々あり、すでに全戸導
入を決めた自治体や、導入に向けての試験運
用を始める自治体などが各地である中、本市
においても、そのスマートメーターのメリット
や社会動向のDX化などを考慮すると導入が
必然と考えるが、本市の現状と、今後の導入
準備をどのように進めるかを問う。

【答弁】水道スマートメーターの現状は、令和５年度にＪＲ春日井駅の２
か所の水道メーターに導入しますが、それ以外に導入はしていませ
ん。導入には課題があるものの、検針業務の効率化、水道使用量の見
える化、漏水の早期発見など、水
道事業の課題解決に向け、将来的
には必要なものだと認識していま
すので、先進自治体の導入の効
果・検証や、他自治体の動向も踏ま
え、調査・研究を進めていきます。

5

質問者　自由クラブ　金沢　はるき 担当　保育課
保育園における子どもの転落防止策について

【質問】今年３月、名古屋市中区のマンション７
階から２歳の双子男児が転落死するという大
変痛ましい事故が起きました。子どもの転落
事故は全国各地で起こっており対策が必要不
可欠です。子どもの行動力を過小評価しては
いけないと思います。春日井市の保育現場に
おける子どもの転落事故についての現状と
具体策、また私立保育園との連携体制につい
て伺います。

【答弁】公立保育園では、これまで建物からの転落事故はありません。
転落事故防止対策としては、施設設計時の安全配慮だけでなく、園舎
完成時に必要に応じて追加対策を講じています。利用開始後は保育士
による園児の見守りや定期点検な
どを行っています。私立保育園に
ついても、保育に関する重大事故
や安全対策について、メールや園
長会などで情報共有しています。
また、新設時に本市職員が安全確
認をしています。

4

質問者　公明党　大村　勝人 担当　市民安全課・道路課
生活道路における交通安全対策

【質問】通学路などのいわゆる生活道路は、幹
線道路からの抜け道として利用される場合が
多く、スピードを出して通過する自動車が後
を絶ちません。人優先の安全・安心な歩行空
間を確保していく為にも、警察による規制に
加え、物理的に速度を抑制する仕組みである
「ゾーン30プラス」の整備について、本市の考
えを伺います。

【答弁】ゾーン３０プラスについて
は、地域住民が歩行者の通行を
最優先に、物理的デバイスによる
対策を望む区域において、警察
などと連携しながら、積極的に整
備していきたいと考えています。

6
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保存樹について

【質問】保存樹はピーク時、992本が指定され
ていたが、現在では半数以下の458本となっ
ている。かつては助成金制度もあったが廃止
され、今では所有者のみが負担をし、維持管
理・保全をしている。保存樹は後世へ残す、守
るべきものであり、所有者と行政が協力しな
がら適切に管理すべきと考えるが、①保存樹
に対する基本的な市の考え方②新たな支援
策について問う。

【答弁】①保存樹は、まちなかに潤いある
景観を創出するとともに、地域の歴史、文
化を次代に伝えていくため必要だと考え
ています。②適切な維持管理、保全に努め
ている所有者、管理者の皆様に対し、行政
としてどのような支援が必要か、ニーズや
他自治体の取り組みなどについて調査し、
引き続き新たな保存樹保全の在り方につ
いて検討していきます。
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【質問】空港周辺住民は飛行機の危険と騒音
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められている移転補償跡地について①今後
どのように対応する予定か②跡地の返還と購
入のスケジュールについて③空港の設置管
理者である県に過去の経緯等から重要な場
所としてエアフロントオアシスを整備等すべ
きと地元から強く要望がある。今後、市はどの
ようにしていくか伺う。

【答弁】①エアフロントオアシスを除く33か所のうち、行政上必要な味
美ふれあいセンター駐車場用地等の他、子どもの遊び場等地域に利
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に、手続きを進めます。③これまで
の整備の経緯等を踏まえ、同省と今
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質問者　無会派　奥村　昇次 担当　ごみ減量推進課
「リチウムイオン電池等のごみ火災」防止対策について

【質問】ごみ収集車、ごみ処理場で火災が多発
している、充電式小型家電のリチウムイオン
電池が衝撃を受け発火するのが原因と思わ
れる。昨年、春日井市クリーンセンター第一工
場で4日に渡る大火災が起き、今年もクリー
ンセンター第二工場で火災が発生した。「環
境カレンダー」に充電式小型家電最新情報や
外国語説明を追加し火災未然防止対策を徹
底することを問う。

【答弁】市民の皆様の目に触れる
機会が多い「環境カレンダー」に
つきましては、収集日の見やすさ
や分かりやすさを最優先にしつ
つ、啓発内容と広告掲載のバラ
ンスを考慮しながら、作成してい
きます。
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質問者　無会派　はせ　かずや 担当　環境保全課
本市の地域猫活動推進による環境美化について

【質問】本市は平成18年度から飼い主のいな
い猫の去勢・避妊手術費補助を実施している｡
地域猫活動は、地域とボランティア団体、行政
の連携が重要であり、市民生活向上のための
環境美化活動であります。大府市等の先進的
取り組み事例を参考にして、さらに地域猫活動
の基本的な考え方等について説明会や広報
などでその活動を推進すべきと考えるが市の
ご所見を伺う｡

3
【答弁】地域猫活動は、飼い主のいない猫に去勢・避妊手術を施し繁殖
を抑制することの他、地域住民の理解の下、適切な餌やりや排せつ場
所の管理を行うことが必要です。地域猫活動における地域住民とボラ
ンティア、行政の連携の重要性やそれ
ぞれが担う役割、基本的な考え方など
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きます。



かすがい市議会だより かすがい市議会だより

質問者　公明党　小林　のぶ子 担当　学校教育課
不登校や学校に行きづらい子どもたちへの支援について

【質問】文科省は令和５年３月に、不登校により
学びにアクセスできない子どもをゼロにする
ことを目指した「ＣＯＣＯＬＯプラン」を公表。
本市において今後さらなる不登校支援として
①支援情報の提供やアウトリーチ型支援の充
実②保護者同士の懇談の場等の設置と民間
施設等やその利用者への経済的支援③特色
ある学校作りや不登校特例校設置について
考えを問う。

【答弁】①不登校支援一覧を作成し、入学前学校説明会等での配布を
検討するほか、ＳＳＷの体制強化など支援の充実に取り組みます。②保
護者支援として、不安や悩みを相談し、
経験者から話を聞く場の設置を試行し
ます。民間施設等やその利用者への経
済的支援は、国の議論を注視し、引き続
き研究します。③不登校特例校は、現在
国が、全都道府県・政令指定都市への
設置に取り組んでおり、その動向を注
視し、調査・研究します。

質問者　無会派　鈴木　昭紀 担当　健康増進課
今後の新型コロナワクチン接種について

【質問】新型コロナワクチン接種による健康被
害についての訴えや議論が活発化しており、
ワクチンの信頼性を疑問視する声が拡がって
います。市民の命や健康に被害があった後
に、ご本人やご家族が「知らなかった」「認識が
甘かった」ということがあってはなりません。
ワクチン接種リスクに関する周知徹底をさら
に努力する必要があると考えるが、市の考え
を問う。

【答弁】本市では、新型コロナワクチンの説明書と案内を個別に郵送
し、ワクチンの効果だけでなく、予防接種を受ける際の注意喚起のほ
か、副反応や健康被害の救済制度に関する
情報も丁寧に周知してきました。市ホーム
ページには、ワクチンＱ＆Ａを設け、厚生労
働省のページにリンクし、最新の情報を閲
覧できるように配慮しています。今後も、国
の最新情報や分析を注視し、市民の皆様へ
の適切な情報提供を行っていきます。

質問者　市民クラブ　伊藤　あんな 担当　学校教育課
小中学校の欠席について

【質問】学校を休む場合の扱いについて明確
な情報が示されていない為、教育委員会の見
解についてそれぞれ問う。①欠席理由の基準
について。また欠席理由によって学業の成績
に影響があるか②高校受験に影響があるか
③学校を欠席する場合、ホーム＆スクールの
アプリを利用して申請できる学校とそうでは
ない学校があるが、すべての学校で利用でき
るようにできないか

【答弁】①小中学校では、身体的・精神的疾患による病気欠席、その他
を事故欠席とし、事故欠席の多さをもって学業成績に影響することは
ありません。②高校入試の合否は、欠席の有無や多さが影響するもの
ではないと認識しています。③アプリによる欠席
連絡は、多くの小学校で利用している一方、中学
校では、一部の利用となっています。今後は、保
護者の利便性向上や教員の働き方改革にも資
することから、全校での利用を進めます。

質問者　公明党　田口　よしこ 担当　ごみ減量推進課
ごみステーションの散乱防止対策と生ごみ減量対策について

【質問】ライフスタイルを見直し、省資源・省エ
ネルギーの暮らしへ転換しごみを減らすこと
は重要①ごみステーションの鳥獣によるごみ
散乱防止策の取組状況とごみステーションの
個所数②可燃ごみに含まれる生ごみの量③
生ごみの減量対策の成果指標「1人1日当た
り家庭系ごみ排出量」の推移④生ごみ減量対
策の目標を達成する為の事業・施策の取組状
況について問う。

【答弁】①防鳥用ネットの貸し出しやごみボックス設置費の補助、市職
員の立会指導を行っており、ごみステーションは約7,400か所です。②
愛知県による本市対象の調査（令和元年度）では、
生ごみは約４割でした。③令和２年度は530g、３年
度は513g、４年度は496gでした。④生ごみ減量講
座を開催するほか、家庭用生ごみ処理機購入費補
助などを実施しており、今後は、生ごみの水分削減
について調査・研究を進めます。
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質問者　共産党　伊藤　建治 担当　配水管理事務所
水道事業について

【質問】春日井市の水道水には有機フッ素化合
物PFOS、PFOAが混入している。体内に蓄積さ
れると脂質異常症や腎臓がんを引き起こすエ
ビデンスがある。国はこれから規制基準を決
める。市の水道における濃度は5～12ng/Lで
国の暫定目標値50ng/L以下だがアメリカの
規制値案4ng/Lより高い。安心安全のために
原因の井戸を止めるべき。希望する市民の健
康調査をすべき。

【答弁】市の水道水に含まれるPFOS及びPFOAの濃度は、国が健康に対
する有害な影響が表れないとして定める暫定目標値以下であることか
ら、現在のところ水源の井戸水の利用を中止し、血液検査を実施する
考えはありません。国は、最新の科学的知見を踏まえ専
門家による検討を進めていることから、市は、今後も国
の動向を注視し、水源の井戸水の利用も継続しながら、
安全で安心な水道水の供給に努めていきます。

質問者　市民クラブ　小原　はじめ 担当　子育て推進課
放課後児童クラブ等の課題対応について

【質問】共働き世帯の増加とともに放課後児童
クラブの必要性が年々高まっているなか①市
内の民間児童クラブとの公私間格差の状況
②民間児童クラブ利用費補助について保護
者へ半年ごとの支払いにできないか③長期
休暇期間における子どもの家等の開所時間
を午前７時30分に前倒しできないか④民間
児童クラブへの食物アレルギー対応指導に
ついて、それぞれ問う。

【答弁】①公設と民間児童クラブの利用料とは差がある状態となって
いるため、民間児童クラブ利用者に対し補助を行い利用料の格差是正
に努めています。②保護者の経済的負担軽減の観点から、半年ごとに
支払うことも含めて検討します。③モデル事業として、いくつかの施設
において実施し、できるだけ早期に全施設で実施でき
るよう調整を進めます。④市は毎年、様々なテーマで研
修を実施しており、令和３年度に食物アレルギーに関す
る研修を実施しています。

質問者　共産党　原田　祐治 担当　公園緑地課
潮見坂平和公園の合葬式墓地について

【質問】潮見坂平和公園の合葬式墓地は年度
ごとに募集数が決められている。今年度は募
集数の200を大幅に上回る申し込みがあり、
抽選となった。①抽選にした理由について。募
集数を200とした根拠について。募集数を設
定せず申し込みのあったものはすべて受け入
れるようにする考えについて②今後の整備の
考え方について、それぞれ問う。

質問者　共産党　石田　裕信 担当　戸籍住民課・保険医療年金課
マイナンバーについて

【質問】国会で改正マイナンバー法が成立して
います。一方でマイナンバーカードに係るトラ
ブルは後を絶たず、今回の改正では保険証を
廃止するとした内容も含まれています。①ト
ラブルが相次ぐことから市民より問合せはあ
るのか、問い合わせ時の市の対応について。
②マイナ保険証はトラブルが頻発している、
保険証を廃止せず継続することについて市
の考えを問う。

【答弁】①問い合わせはあります。その際は、ご自身によるマイナポー
タルでの登録状況の確認を案内しています。その結果、不審な点があ
れば内容に応じマイナンバー総合フリーダ
イヤル等へお問い合わせいただきます。②
国民健康保険の被保険者証は廃止する方
向ですが、国の動向を踏まえながら、今後
の事務を進めていきます。　
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【その他の質問事項】
■セットバックについて　■公園等へのベンチ、屋根の設置について

【その他の質問事項】
■町内会の加入促進について　■障がい児通所支援の適正利用について

【その他の質問事項】
■インフルエンザ予防接種費用助成について

【答弁】①お墓に関するアンケート及び推計死亡者数などから募集数
を年間200とし、50年間の募集期間を設定しているため、募集数を超
える場合には抽選としました。申込者数が募集数を超えた場合には原
則抽選とする考えですが、今回の申込件数を踏まえ募集数などについ
て見直しを検討しているところです。②新たな
合葬式墓地の整備については、今後の申込件
数の推移やニーズなどから、整備時期、内容に
ついて検討していくこととしています。
【その他の質問事項】
■介護保険について　■物価高騰に対する、福祉施設への支援について

【その他の質問事項】
■保育行政について　■庄内川河川敷グラウンドについて
■クリーンセンターへの持ち込みゴミについて
■公共交通、高齢者の移動支援について　■企業立地マッチング促進事業について

【その他の質問事項】
■ユニバーサル給食の導入と食物アレルギーのある子どもへの学校給食について
■ヤギによる除草について
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質問者　公明党　小林　のぶ子 担当　学校教育課
不登校や学校に行きづらい子どもたちへの支援について

【質問】文科省は令和５年３月に、不登校により
学びにアクセスできない子どもをゼロにする
ことを目指した「ＣＯＣＯＬＯプラン」を公表。
本市において今後さらなる不登校支援として
①支援情報の提供やアウトリーチ型支援の充
実②保護者同士の懇談の場等の設置と民間
施設等やその利用者への経済的支援③特色
ある学校作りや不登校特例校設置について
考えを問う。

【答弁】①不登校支援一覧を作成し、入学前学校説明会等での配布を
検討するほか、ＳＳＷの体制強化など支援の充実に取り組みます。②保
護者支援として、不安や悩みを相談し、
経験者から話を聞く場の設置を試行し
ます。民間施設等やその利用者への経
済的支援は、国の議論を注視し、引き続
き研究します。③不登校特例校は、現在
国が、全都道府県・政令指定都市への
設置に取り組んでおり、その動向を注
視し、調査・研究します。

質問者　無会派　鈴木　昭紀 担当　健康増進課
今後の新型コロナワクチン接種について

【質問】新型コロナワクチン接種による健康被
害についての訴えや議論が活発化しており、
ワクチンの信頼性を疑問視する声が拡がって
います。市民の命や健康に被害があった後
に、ご本人やご家族が「知らなかった」「認識が
甘かった」ということがあってはなりません。
ワクチン接種リスクに関する周知徹底をさら
に努力する必要があると考えるが、市の考え
を問う。

【答弁】本市では、新型コロナワクチンの説明書と案内を個別に郵送
し、ワクチンの効果だけでなく、予防接種を受ける際の注意喚起のほ
か、副反応や健康被害の救済制度に関する
情報も丁寧に周知してきました。市ホーム
ページには、ワクチンＱ＆Ａを設け、厚生労
働省のページにリンクし、最新の情報を閲
覧できるように配慮しています。今後も、国
の最新情報や分析を注視し、市民の皆様へ
の適切な情報提供を行っていきます。

質問者　市民クラブ　伊藤　あんな 担当　学校教育課
小中学校の欠席について

【質問】学校を休む場合の扱いについて明確
な情報が示されていない為、教育委員会の見
解についてそれぞれ問う。①欠席理由の基準
について。また欠席理由によって学業の成績
に影響があるか②高校受験に影響があるか
③学校を欠席する場合、ホーム＆スクールの
アプリを利用して申請できる学校とそうでは
ない学校があるが、すべての学校で利用でき
るようにできないか

【答弁】①小中学校では、身体的・精神的疾患による病気欠席、その他
を事故欠席とし、事故欠席の多さをもって学業成績に影響することは
ありません。②高校入試の合否は、欠席の有無や多さが影響するもの
ではないと認識しています。③アプリによる欠席
連絡は、多くの小学校で利用している一方、中学
校では、一部の利用となっています。今後は、保
護者の利便性向上や教員の働き方改革にも資
することから、全校での利用を進めます。

質問者　公明党　田口　よしこ 担当　ごみ減量推進課
ごみステーションの散乱防止対策と生ごみ減量対策について

【質問】ライフスタイルを見直し、省資源・省エ
ネルギーの暮らしへ転換しごみを減らすこと
は重要①ごみステーションの鳥獣によるごみ
散乱防止策の取組状況とごみステーションの
個所数②可燃ごみに含まれる生ごみの量③
生ごみの減量対策の成果指標「1人1日当た
り家庭系ごみ排出量」の推移④生ごみ減量対
策の目標を達成する為の事業・施策の取組状
況について問う。

【答弁】①防鳥用ネットの貸し出しやごみボックス設置費の補助、市職
員の立会指導を行っており、ごみステーションは約7,400か所です。②
愛知県による本市対象の調査（令和元年度）では、
生ごみは約４割でした。③令和２年度は530g、３年
度は513g、４年度は496gでした。④生ごみ減量講
座を開催するほか、家庭用生ごみ処理機購入費補
助などを実施しており、今後は、生ごみの水分削減
について調査・研究を進めます。
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質問者　共産党　伊藤　建治 担当　配水管理事務所
水道事業について

【質問】春日井市の水道水には有機フッ素化合
物PFOS、PFOAが混入している。体内に蓄積さ
れると脂質異常症や腎臓がんを引き起こすエ
ビデンスがある。国はこれから規制基準を決
める。市の水道における濃度は5～12ng/Lで
国の暫定目標値50ng/L以下だがアメリカの
規制値案4ng/Lより高い。安心安全のために
原因の井戸を止めるべき。希望する市民の健
康調査をすべき。

【答弁】市の水道水に含まれるPFOS及びPFOAの濃度は、国が健康に対
する有害な影響が表れないとして定める暫定目標値以下であることか
ら、現在のところ水源の井戸水の利用を中止し、血液検査を実施する
考えはありません。国は、最新の科学的知見を踏まえ専
門家による検討を進めていることから、市は、今後も国
の動向を注視し、水源の井戸水の利用も継続しながら、
安全で安心な水道水の供給に努めていきます。

質問者　市民クラブ　小原　はじめ 担当　子育て推進課
放課後児童クラブ等の課題対応について

【質問】共働き世帯の増加とともに放課後児童
クラブの必要性が年々高まっているなか①市
内の民間児童クラブとの公私間格差の状況
②民間児童クラブ利用費補助について保護
者へ半年ごとの支払いにできないか③長期
休暇期間における子どもの家等の開所時間
を午前７時30分に前倒しできないか④民間
児童クラブへの食物アレルギー対応指導に
ついて、それぞれ問う。

【答弁】①公設と民間児童クラブの利用料とは差がある状態となって
いるため、民間児童クラブ利用者に対し補助を行い利用料の格差是正
に努めています。②保護者の経済的負担軽減の観点から、半年ごとに
支払うことも含めて検討します。③モデル事業として、いくつかの施設
において実施し、できるだけ早期に全施設で実施でき
るよう調整を進めます。④市は毎年、様々なテーマで研
修を実施しており、令和３年度に食物アレルギーに関す
る研修を実施しています。

質問者　共産党　原田　祐治 担当　公園緑地課
潮見坂平和公園の合葬式墓地について

【質問】潮見坂平和公園の合葬式墓地は年度
ごとに募集数が決められている。今年度は募
集数の200を大幅に上回る申し込みがあり、
抽選となった。①抽選にした理由について。募
集数を200とした根拠について。募集数を設
定せず申し込みのあったものはすべて受け入
れるようにする考えについて②今後の整備の
考え方について、それぞれ問う。

質問者　共産党　石田　裕信 担当　戸籍住民課・保険医療年金課
マイナンバーについて

【質問】国会で改正マイナンバー法が成立して
います。一方でマイナンバーカードに係るトラ
ブルは後を絶たず、今回の改正では保険証を
廃止するとした内容も含まれています。①ト
ラブルが相次ぐことから市民より問合せはあ
るのか、問い合わせ時の市の対応について。
②マイナ保険証はトラブルが頻発している、
保険証を廃止せず継続することについて市
の考えを問う。

【答弁】①問い合わせはあります。その際は、ご自身によるマイナポー
タルでの登録状況の確認を案内しています。その結果、不審な点があ
れば内容に応じマイナンバー総合フリーダ
イヤル等へお問い合わせいただきます。②
国民健康保険の被保険者証は廃止する方
向ですが、国の動向を踏まえながら、今後
の事務を進めていきます。　
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【その他の質問事項】
■セットバックについて　■公園等へのベンチ、屋根の設置について

【その他の質問事項】
■町内会の加入促進について　■障がい児通所支援の適正利用について

【その他の質問事項】
■インフルエンザ予防接種費用助成について

【答弁】①お墓に関するアンケート及び推計死亡者数などから募集数
を年間200とし、50年間の募集期間を設定しているため、募集数を超
える場合には抽選としました。申込者数が募集数を超えた場合には原
則抽選とする考えですが、今回の申込件数を踏まえ募集数などについ
て見直しを検討しているところです。②新たな
合葬式墓地の整備については、今後の申込件
数の推移やニーズなどから、整備時期、内容に
ついて検討していくこととしています。
【その他の質問事項】
■介護保険について　■物価高騰に対する、福祉施設への支援について

【その他の質問事項】
■保育行政について　■庄内川河川敷グラウンドについて
■クリーンセンターへの持ち込みゴミについて
■公共交通、高齢者の移動支援について　■企業立地マッチング促進事業について

【その他の質問事項】
■ユニバーサル給食の導入と食物アレルギーのある子どもへの学校給食について
■ヤギによる除草について
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表紙写真募集中　詳しくは8ページへ道風くん

■視覚障がいのある方に、本紙を音訳した「声のかすがい市議会だより」（カセットテープ又はＣＤ）を郵送します。
　事前に登録が必要ですので、ご希望の方はご連絡ください。
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タイトル「上：おいしいね。中：カワセミ（翡翠）下：帰ってきたジョウビタキ」
撮影者：（上）村田正美さん　（中）（下）安部さん　　撮影場所：（上）藤山台　（中）（下）気噴町繫田川

令 和 5 年 第 4 回 定 例 会 予 定
▽９月  ８日（金）10:00～　本会議（提案理由説明）
▽９月12日（火）10:00～　本会議（質疑、委員会付託）
　　　　　　　　  　　　　予算・決算委員会前期全体会
▽９月14日（木）  9:00～　文教経済委員会・分科会
▽９月15日（金）  9:00～　厚生委員会・分科会
▽９月19日（火）  9:00～　建設委員会・分科会
▽９月20日（水）  9:00～　総務委員会・分科会
▽９月25日（月）10:00～　予算・決算委員会後期全体会
▽９月26日（火）10:00～　本会議（一般質問）
▽９月27日（水）10:00～　本会議（一般質問）
▽９月29日（金）10:00～　本会議（採決）
※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

写 真 募 集
「かすがい市議会だより」の表紙をあなたの写真で飾ってみませんか

募集する写真

応募者本人が、春日井市内において概ね１年以内に
撮影した未発表のもの

応募方法

持参、郵送またはEメールにて、写真（※）と所定の
応募用紙を、議事課まで提出してください。
また、応募作品は原則返却しません。

応募の締め切り

お知らせ

11月発行第126号表紙写真を9月20日まで受け付けています。
なお、随時受け付けをしていますが、審査・校正・印刷に一定の時間が必要のため、発行月（５月・７月・９月・11月・２月）
の概ね２ヶ月前までに応募いただいた分が、次号以降の審査対象となります。
詳しくは春日井市議会ホームページをご覧ください。https://www.city.kasugai.lg.jp/shigikai/1020123.html

編集の都合により、公募写真以外の内容が表紙となる場合があります。

※写真データ（３ＭＢ以下）、現像写真（Ｌ判以上Ａ４サイズ以下）のもので、Ａ４サイズで印刷し、被写体が鮮明に確認できるもの。
※Ｅメールで応募いただく場合、容量制限（本文と添付ファイルの合計３ＭＢ以下）があるため、複数の写真をＥメールで応募される
　場合等は、事前に議事課へご連絡ください。

○　総務委員会 (６月６日 )
　　報告事項
　　　１　中核市への移行に係る検討報告書
○　予算・決算委員会　（６月15日）付託議案１件
　　　　　　　　　　　（６月19日、28日）付託議案１件
○　文教経済委員会　　（６月21日）付託議案１件
〇　厚生委員会　　　　（６月22日）付託議案３件
○　建設委員会　　　　（６月23日）付託議案３件
〇　総務委員会　　　　（６月26日）付託議案３件

委 員 会 開 催 状 況


